
 

 

３～５年生   実践事例    

「バス車両の工夫見学」 

 

指導目標 ◎バス車両の見学を通じて、地域の生活を支えるバスの役割を学ぶ。 

◎地域の人々の移動を支えるバスに対して、自分にできることを考える。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

バス車両の見学を通じて、地域の生活を支えるバスの役割を学ぶとともに、高齢者な

どの移動を支えるバスを残すための自分たちの行動について考えることができる。バ

スと自家用車の違いから、交通と環境との関わりを学ぶことができる。体験型である

ため、子どもたちの高い取組意欲が期待できる。 

対象学年 ３・４・５年生   

対応教科 社会科、総合的な学習 

標準校時 ２コマ   

学習構成  

１．地域を支えるバス・色々な人が利用するバス 

２．バス車両見学 ※バス事業者との連携 

３．まとめ 

・バスはどこを走り、バスでどこに行くことができるのか、どんな人が利

用するのかを知る。 

・また、バスの設備は、様々な人が利用するために必要なものであること

を知る。 

 

・実際にバス車両を見学することで、車両外側、内部、運転席等、バスに

はどんな工夫（乗車口のマーク、インターホン、バックカメラ、スロー

プ、優先席、運賃表など）がされているのかを観察する。 

・車両見学で気づいたことを発表し、バスは地域にとって重要であること

や環境にもやさしいことを理解する。 

・地域でバスをうまく利用していくために自分たちにできることを考え

る。 

・バスに乗るときのマナーを確認し、 

 気配りの意識を持つ。 



 

 

 

 

 

 

参考資料 

資料：交通学習のすすめ（京都府） 




